
新版 職長・安全衛生責任者教育テキスト         №135943 
＜新旧対照表＞ 新版改訂 2 版（令和 8 年 5月 12 日） 

【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 
※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 
 

（旧版） 新版改訂初版2 刷（令和6 年7 月8 日） No.135943 （新版） 新版改訂2 版（令和8 年5 月12 日） No.135943 

[用語の統一] 
危険性または有害性、危険性・有害性 危険性有害性 
現場 現地、作業所 
ムリ、ムラ、ムダ ムリ・ムラ・ムダ 
3 ム  ムリ・ムラ・ムダ 

 
 

1 
 

（旧版） 新版改訂初版2 刷（令和6 年7 月8 日） No.135943 （新版） 新版改訂2 版（令和8 年5 月12 日） No.135943 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

表紙 タイトル （赤枠を削除） 

 

表紙 タイトル  

 

はじ 

めに 

 （赤枠を修正） 

 

はじ 

めに 

  

 



 

2 
 

（旧版） 新版改訂初版2 刷（令和6 年7 月8 日） No.135943 （新版） 新版改訂2 版（令和8 年5 月12 日） No.135943 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

目次 

2 

下から 2

行目 

５ 無記名ストレスチェック 

（下線部を修正） 

目次 

2 

下から 2

行目 

５ 職場環境改善の進め方 

目次 

4 

上から 

8 行目 

６ 健康ＫＹと無記名ストレスチェックによる

職場環境改善 

（下線部を修正） 

目次 

4 

上から 

8 行目 

６ メンタルヘルス対策と職場環境改善 

 

③-7 上から 

3 行目 

リスクアセスメントは、混在する作業所や作

業の危険性又は有害性の特定にはじまる。 

（下線部を削除) 

③-7 上から 

3 行目 

リスクアセスメントは、混在する作業や作業

の危険性又は有害性の特定にはじまる。 

 

③-7 下から 

6 行目 

なお、表現の方法は「〜するとき（主なステ

ップ）、〜したので（危険性有害性）、〜になる

（事故の型）」と表現する。 

 

（右記の下線部を追加） 

③-7 下から 

6 行目 

なお、表現の方法は「〜するとき（主なステ

ップ）、〜したので（危険性有害性）、〜になる

（事故の型）」と表現する。否定語は使わない。 

③-15 参照  

 

（右記の文章を追加） 

③-15 参照 

下から 

1 行目 

PDCA：Plan（計画）、Do（実行）、Check（評

価）、Action（改善） 

④-3 参照  

 

 

 

 

 

 

 

 

（右記の文章を追加) 

④-3 参照 ※安全施工サイクルに組み込んだ熱中症予防活

動 

建設現場においては、災害防止活動の一環と

して安全施工サイクルが定着しています。この

安全施工サイクル活動を活用した熱中症予防の

ための活動を、梅雨から夏場の終わりにかけて

熱中症が発生する時期に、建設現場における予

防対策として、熱中症予防活動を効果的に実施

することによって安全を確保することができま

す。 



 

3 
 

（旧版） 新版改訂初版2 刷（令和6 年7 月8 日） No.135943 （新版） 新版改訂2 版（令和8 年5 月12 日） No.135943 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④-4 図 （赤枠を修正） 

 

④-4 図  

 
④-9  （赤枠を修正） 

 

④-9   

 



 

4 
 

（旧版） 新版改訂初版2 刷（令和6 年7 月8 日） No.135943 （新版） 新版改訂2 版（令和8 年5 月12 日） No.135943 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④-10  （赤枠を修正） 

 

④-10   

 
④-13 上から 

4 行目 

② 服装をチェックするとともに、健康ＫＹ※１

によって作業員の体調などを確認する。 

（下線部を削除) 

④-13 上から 

4 行目 

② 服装をチェックするとともに、健康ＫＹに

よって作業員の体調などを確認する。 

 

④-13 参照 ※１ 建災防方式「健康ＫＹ」については、建

災防発行の「建設現場の職場環境改善マニ

ュアル」で解説している。 

（下線部を削除) 

④-13 参照  

④-46 作業間連

絡調整

（安全工

程打合

せ）で検

討する事

項（例） 

 

 

 

 

 

 

（右記下線部を追加) 

④-46 作業間連

絡調整

（安全工

程打合

せ）で検

討する事

項（例） 

９ 資材の搬入 

⑤-5 上から 

1 行目 

６ 健康ＫＹと無記名ストレスチェックによる

職場環境改善 

（下線部を修正) 

⑤-5 上から 

1 行目 

６ メンタルヘルス対策と職場環境改善 



 

5 
 

（旧版） 新版改訂初版2 刷（令和6 年7 月8 日） No.135943 （新版） 新版改訂2 版（令和8 年5 月12 日） No.135943 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤-5 下から 

11 行目 

一方、無記名ストレスチェックは、自分の心

身の健康状態を確認できるだけでなく、組織に

対するアプローチとして、作業所で働く作業従

事者のストレス状況を把握することによって職

場環境の改善に役立てることができる。 

これらを合わせて実施することによって、作

業所の特性である組織の構成員の流動性に対応

しながら、職場環境を改善することで、作業所

で働くすべての作業従事者のストレスが低減

し、「安全」「安心」「快適」な職場環境の形成が

期待できる。 

（下線部を削除) 

⑤-5 下から 

4 行目 

作業所の特性である組織の構成員の流動性に

対応しながら、職場環境を改善することで、作

業所で働くすべての作業従事者のストレスが低

減し、「安全」「安心」「快適」な職場環境の形成

が期待できる。 

⑤-5 下から 

4 行目 

（2）普及に向けて 

無記名ストレスチェックは、簡易版とはい

え、チェックリストの作成にも集計分析にも

少なからず手間と時間を要する。 

そのため建災防では、集計・分析業務を支

援するためのツール※１を提供している。 

（下線部を削除) 

⑤-5   

⑤-5 参照 ※１ 建災防発行「建設現場の職場環境改善マ

ニュル」に添付しているＣＤ−ＲＯＭの収

録内容 

□ 建災防版無記名ストレスチェック実施

プログラム 

□ 職場環境改善シート作成ツール 

□ 職業性ストレス簡易調査票 

（下線部を削除) 

⑤-5 参照  

 

 


